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令和６（２０２４）年１０月の調査結果



「政治的には不安感があるが、今後、業況的には近年の気候変動への対応による防災関連事業への受注

増、また今月からCOP29がアゼルバイジャンで開催され、日本全体で脱炭素対応へのエネルギー事業な

どの受注増が期待される」（地質調査）「補助金の申請が通年ではないので、申請時期に工事が集中しが

ちである」（一般土木建築工事）  

「売り上げは、顕著になってきているがコスト増につき、収益はダウン。旧設備を新規設備に切り替

えるタイミングに差し掛かっている。現従業員の能力向上が必要なため、教育体系の見直しを検討。」

（その他の鉄鋼）「新製品の販売により売上数量は増加。但し、製品トータルで海外輸出が計画に及ば

ず対前年で利益減少。10月からの最低賃金の引き上げに伴い、初任時給の引き上げを実施。退職等に

伴う欠員については随時補充採用ができている。」（酒類製造）「2025 年の年明けから 3 月の年度末に

かけて業績見通しが難しくなってきている。」（その他の機械・同部品製造業） 

「全般的に原材料の値上げがあるが、チョコレートは異常。買い控えも予想され、売り上げ減少。」（洋

菓子店）「全般的に気温が高く、月の半数以上が雨曇天候も影響し入店は堅調も、アパレル関連は苦戦

が続き、食関連もやや鈍化傾向。年末に向け「更なる節約志向」に取引先から不安視の声あり。」（百貨

店）「人手不足対策として営業時間の短縮、定休日の設定を検討。」（その他の各種商品小売業） 

「仕事は増えているが、充分な利益が出せているとは言えない。国が進めているデジタル化の波があ

るので、数年は仕事が減ることはないと予想される。」（コンピュータソフトウェア開発）「サービス業

だが定額減税の恩恵は全く無かった。年間を通じて仕入れ、消耗品、光熱費、修繕費、人件費が上がり

続けており利益が圧迫される状況にある。」（ゴルフ練習場）「国内の旅行シーズン終わり、過去（コロ

ナ前）は年末年始の海外旅行が増加になるが、低調。海外の物価高、円安などによりまだまだ以前のよ

うな状態にはなっていない。」（旅行）「築浅物件の賃料上昇を実感するが、販管費も上昇している。デ

フレ感は感じない。」（不動産賃貸・管理） 

１０月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベー

ス、以下同じ）は、▲２９．７（前年水準▲９．６）と

なりマイナス幅が２０．１ポイント拡大した。 

各業界、１０月からの最低賃金上昇を含めた固定費の

増加が継続しており、利益の圧迫が継続。 

製造業では、一部価格転嫁が行われるも、賃上げ・エ

ネルギー上昇分は未だ出来ておらず、売上は上がるが利

益は低下する傾向が継続している。また、卸・小売業で

は、全般的な原材料の値上げによる景況から、消費者の

買い控えによる売上減少を懸念する声も上がっている。 
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最低賃金の上昇に伴う固定費の増加。人手不足は未だ解消されず、人材確保に苦戦のコメント多数  

回答期間：令和6年9月20日～令和6年10月4日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数74 

柏の景気情報（令和６年 10 月の調査結果のポイント） 

 

 

全産業合計では、「柏の景気」が▲２９．７に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１７．２で、柏のほうがマイナス幅が

１２．５ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・

製造業・卸小売業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 
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業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 29.7 ▲ 21.4 ▲ 50.0 ▲ 45.0 ±0.0
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採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 22.9 ▲ 14.2 ▲ 50.0 ▲ 40.0  15.0

▲ 16.8 ▲ 14.2 ▲ 21.4 ▲ 23.3 ▲ 6.1

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 62.1 ▲ 42.8 ▲ 60.0 ▲ 75.0 ▲ 65.0

▲ 64.6 ▲ 67.0 ▲ 60.7 ▲ 70.3 ▲ 62.8

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 21.6  28.5  5.0  15.0  40.0

23.1 37.5 12.5 20.9 28.8

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 5.4 ±0.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0  10.0

▲ 13.0 ▲ 7.1 ▲ 15.2 ▲ 20.4 ▲ 10.0
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今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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景気天気図
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調査期間：2024年10月16日～22日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１０月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
５月 ▲11.4 ▲16.5 ▲13.6 ▲14.8 ▲16.6 ▲0.8 

６月 ▲16.2 ▲ 18.7 ▲ 17.6 ▲ 23.3 ▲ 22.2 ▲  6.0 

７月 ▲16.3 ▲ 13.1 ▲ 22.8 ▲ 24.0 ▲ 20.8 ▲  5.4 

８月 ▲15.4 ▲ 11.6 ▲ 24.4 ▲ 19.9 ▲ 18.4 ▲  5.2 

９月 ▲14.1 ▲ 8.4 ▲ 23.4 ▲ 16.1 ▲ 18.7 ▲  4.3 

10月 ▲17.2 ▲ 11.8 ▲ 22.0 ▲ 26.1 ▲ 24.1 ▲  6.9 

見通し ▲ 15.1 ▲ 10.3 ▲ 17.5 ▲ 18.9 ▲ 20.9 ▲  9.9 
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令和６年

５月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 16.0 ▲ 11.1 ▲ 16.4 ▲ 15.7 ▲ 9.6 ▲ 29.7 △ 2.7 ( ▲ 2.4 )

建  設 ▲ 11.1 ±0.0 ±0.0 ▲ 5.5 ▲ 10.0 ▲ 21.4 △ 7.1 ( △ 10.0 )

製  造 ▲ 38.0 ▲ 25.0 ▲ 38.8 ▲ 38.8 ▲ 31.5 ▲ 50.0 ▲ 5.0 ( ▲ 5.2 )

卸・小売 ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 33.3 ▲ 30.0 ▲ 9.0 ▲ 45.0 ▲ 10.0 ( ▲ 13.6 )

サービ ス △ 16.6 △ 22.7 △ 4.3 △ 10.0 △ 9.0 ±0.0 △ 20.0 ( ±0.0 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、△２．７（前月水準

▲２．４）となり、マイナス幅が５・１ポイント縮小した。

令和６年（２０２４年）１０月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１０月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲２９．７（前月水準▲９．

６）となり、マイナス幅が２０．１ポイント拡大した。
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■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和６年

５月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 4.5 ▲ 6.1 ▲ 5.0 ▲ 3.9 △ 4.8 ▲ 12.1 △ 6.7 ( △ 8.4 )

建  設 ▲ 16.6 △ 5.5 ±0.0 ±0.0 ▲ 10.0 ▲ 7.1 △ 14.2 ( △ 10.0 )

製  造 ▲ 19.0 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 27.7 ▲ 21.0 ▲ 25.0 △ 5.0 ( △ 10.5 )

卸・小売 ▲ 16.6 ▲ 38.0 ▲ 19.0 ▲ 10.0 △ 9.0 ▲ 25.0 ▲ 10.0 ( ±0.0 )

サービ ス △ 29.1 △ 22.7 △ 26.0 △ 20.0 △ 36.3 △ 10.0 △ 20.0 ( △ 13.6 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、△６．７（前月水準

          △８．４）となり、プラス幅が１・７ポイント縮小した。

○

【売上について】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．１（前月水準△４．

８）となり、マイナス幅が１６．９ポイント拡大した。
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令和６年

５月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 17.2 ▲ 16.0 ▲ 6.3 ▲ 15.7 ▲ 10.8 ▲ 22.9 ▲ 4.0 ( ▲ 8.4 )

建  設 ▲ 11.1 ▲ 5.5 ▲ 5.8 ▲ 5.5 ▲ 15.0 ▲ 14.2 △ 7.1 ( △ 5.0 )

製  造 ▲ 47.6 ▲ 30.0 ▲ 27.7 ▲ 44.4 ▲ 36.8 ▲ 50.0 ▲ 15.0 ( ▲ 21.0 )

卸・小売 ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 19.0 ▲ 25.0 ▲ 13.6 ▲ 40.0 ▲ 15.0 ( ▲ 13.6 )

サービ ス △ 20.8 △ 13.6 △ 21.7 △ 10.0 △ 18.1 △ 15.0 △ 10.0 ( ▲ 4.5 )

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

○

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．９（前月水準▲１０．

８）となり、マイナス幅が１２．１ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４．０（前月水準

▲８．４）であり、マイナス幅が４．４ポイント縮小する見通しである。
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前年同月と比較した今月の採算について



○

令和６年

５月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 64.3 ▲ 64.1 ▲ 62.0 ▲ 59.2 ▲ 60.2 ▲ 62.1 ▲ 54.0 ( ▲ 53.0 )

建  設 ▲ 44.4 ▲ 50.0 ▲ 35.2 ▲ 33.3 ▲ 55.0 ▲ 42.8 ▲ 42.8 ( ▲ 40.0 )

製  造 ▲ 71.4 ▲ 80.0 ▲ 83.3 ▲ 77.7 ▲ 73.6 ▲ 60.0 ▲ 45.0 ( ▲ 73.6 )

卸・小売 ▲ 75.0 ▲ 85.7 ▲ 76.1 ▲ 70.0 ▲ 70.0 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ( ▲ 63.6 )

サービ ス ▲ 62.5 ▲ 40.9 ▲ 52.1 ▲ 55.0 ▲ 50.0 ▲ 65.0 ▲ 50.0 ( ▲ 36.3 )

先行き見通し

【仕入単価について】
○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６２．１（前月水準▲６０．

２）となり、マイナス幅が１．９ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５４．０（前月水

準▲５３．０）となり、マイナス幅が１．０ポイント拡大する見通しである。
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○

令和６年

５月 6月 7月 8月 9月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 △ 14.9 △ 14.8 △ 15.1 △ 17.1 △ 21.6 △ 21.6 △ 27.0 ( △ 26.5 )

建  設 △ 38.8 △ 33.3 △ 35.2 △ 44.4 △ 50.0 △ 28.5 △ 42.8 ( △ 50.0 )

製  造 ±0.0 △ 5.0 △ 5.5 ▲ 11.1 △ 10.5 △ 5.0 △ 5.0 ( △ 15.7 )

卸・小売 ±0.0 ▲ 4.7 ▲ 9.5 ±0.0 ▲ 4.5 △ 15.0 △ 20.0 ( △ 4.5 )

サービ ス △ 25.0 △ 27.2 △ 30.4 △ 35.0 △ 31.8 △ 40.0 △ 45.0 ( △ 36.3 )

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

【従業員について】
○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２１．６（前月水準△２１．

６）となり、ポイント差は０．０となった。

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、△２７．０（前月水

準△２６．５）となり、プラス幅が０．５ポイント拡大する見通しである。
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令和６年

５月 6月 7月 8月 9月 10月 10～12月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 5.7 ▲ 6.1 ±0.0 ▲ 1.3 ▲ 6.0 ▲ 5.4 ▲ 2.7 ( ▲ 1.2 )

建  設 ▲ 5.5 ±0.0 ±0.0 △ 11.1 ▲ 5.0 ±0.0 △ 7.1 ( △ 10.0 )

製  造 ▲ 28.5 ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 10.5 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ( ▲ 10.5 )

卸・小売 ±0.0 ▲ 19.0 ▲ 9.5 ▲ 15.0 ▲ 13.6 ▲ 10.0 ▲ 10.0 ( ±0.0 )

サービ ス △ 8.3 △ 4.5 △ 17.3 △ 10.0 △ 4.5 △ 10.0 △ 5.0 ( ▲ 4.5 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲５．４（前月水準▲６．０）

となり、マイナス幅が０．６ポイント縮小した。

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２．７（前月水準

▲１．２）となり、マイナス幅が１．５ポイント拡大する見通しである。
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○
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【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】
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